
【未然防止型】

【発見的手法】
危険源
リスト

・回転体

危険源は
どこにある？

職場内意見交換
（皆で得た情報を皆で生かす）

・重量物

・鋭利な箇所

20kg

ベルト
コンベア ボール盤

刃物、端材

１．これまでの議論のとりまとめ

危険源リストから
危険源を特定

＜リスクアセスメントの型について＞

＜現状の課題＞

再発防止型の観点が重要視され、未然防止型の観点が弱く網羅的なRAに至っていない。
・危険源リストの利用が不透明
・再発防止型の情報量に限界がある

【再発防止型】

・過去の災害事例
・ヒヤリハット情報

・個人の経験
・危険感受性から
得られる気づき

！

事例や経験から
危険源を特定

災害報告

過去にどんな
災害があった？

トップダウン

ボトムアップ

向殿SWG報告資料
2021.06.15

資料２

http://2.bp.blogspot.com/-wz7CPISpomQ/WR_KlIrpExI/AAAAAAABEXo/DD3kDGaOXXQev9fyeaON70RC3oLYseu8ACLcB/s800/figure_kaigi_hanashiai.png


２．今後の進め方

・ISO（JIS）を元に、具体的な設備や作業を挙げ、事故の型との関連性も明確にすることで、
現場が危険源をイメージしやすい。（写真やイラストを活用し、より感覚的に理解できる）
・作成は既存テキスト類だけでなく、各業界団体で使用しているものも盛り込む。
・現場が皆参加して意見交換しやすい。

イラスト

危険源
リスト

現場全員で
RAにとりかかり
やすく

・「発見的手法」を潤滑に行えるための、共通利用できる危険源リストと
使いやすいコミュニケーションツールの案を作成。
・各業界団体を通じた業態横断的な情報の共有化により、再発防止型
の情報量と危険源の具体例を増やす。

＜危険源リストとコミュニケーションツールの案イメージ＞

写真

各社事例

コミュニ
ケーション
ツール

災害情報
ヒヤリハット
手順書
測定結果

等

【望ましい姿の作成提示】
危険源リスト、コミュニケー
ションツール案を、SWGの
意見を交えながら検討。

【各社情報と意見の収集】
各社のRAにおけるコミュニ
ケーションの取り方を調査。
リスト・ツールのレベルアップ。

【災害のＲＡ漏れ検証】
過去災害に対し、発見的
手法を意識して再度RAを
実施、改善点を得る。
（ツールの改善とトライアル）

【発見的手法】

＜活動のステップ＞
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